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宮
城
県
仙
台
市

宮
城
県
仙
台
市

宮
城
県
仙
台
市

宮
城
県
仙
台
市    

秋秋秋秋    

山山山山    

正正正正    

信信信信    

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。 

震
災
で
は
皆
様
ご
無
事
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

こ
ち
ら
は
幸
い
に
も
家
族
友
人
と
も
無
事
で
、
被
害
も
軽

微
で
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
近
隣
で
は
今
で
も
避
難
所

の
方
も
お
ら
れ
、
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
７
月
に
も
な
り
、
街

も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
て
、
神
社
も
お
祭
り
は
「皆

で
盛
大
に
」と
の
思
い
で
、
「が
ま
の
油
売
り
口
上
」も
あ
ち
こ

ち
出
演
し
て
い
ま
す
。 

境
内
や
公
園
で
の
口
上
が
多
く
、
資
材
の
運
搬
が
困
難
な

た
め
、 

「ど
こ
で
も
が
ま
セ
ッ
ト
」と
い
う
の
を
作
り
ま
し
た
。

（写
真
１
）

 

展
開
す
る
と
（写
真
２
）の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ひ
と
つ
で
、

ど
こ
で
も
運
べ
る

た
め
と
て
も
便
利

で
す
。 

ま
た
、
秋
に
向
け

て
講
習
会
で
す
ね
。

ご
苦
労
様
で
す
。 

皆
様
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま

す
。 

   

            

 

       

     
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

    
    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

り
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ん
ロ
ー
ド 

旧 

小
田
駅 

                    

か
わ
ら
版
二
十
二
号
に
て
、
昨
年
の
が
ま
口
上
講
座
で

仙
台
市
か
ら
毎
回
高
速
を
飛
ば
し
て
皆
勤
参
加
し
、
す
で

に
あ
ち
こ
ち
で
口
上
を
披
露
さ
れ
て
い
る
秋
山
正
信
さ
ん

を
ご
紹
介
し
た
。
今
回
、
そ
の
秋
山
さ
ん
の
工
夫
の
い
で

た
ち
を
ご
紹
介
し
て
、
他
の
会
員
の
方
か
ら
も
良
き
ヒ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

秋の筑波路めぐりハイキング（小田方面） 

季節はずれの台風により中止となった企画です。 

今度こそ、のどかな秋の筑波路を歩きませんか？ 

小田城跡を始め沢山の歴史遺産と、実りの秋の風景が 

楽しめます。ご家族・お友達も誘って一緒にどうぞ。 

期 日：平成２３年１０月１５日（土） 

集 合：午前 9：45 

旧筑波鉄道 小田駅前（右の地図ＰＰＰＰ） 

案内人：郷土史家 井坂 敦実 氏 

持ち物：弁当、飲み物、タオル、帽子など 

申込み：１０月 ８日（土）締め切り 

練習会支部の代表者または林会長まで 

        小雨決行・荒天中止 

筑波筑波筑波筑波    

石岡石岡石岡石岡    大穂大穂大穂大穂    

小田十字路小田十字路小田十字路小田十字路    

〒〒〒〒    ＰＰＰＰ    

大久保商店大久保商店大久保商店大久保商店    

うなぎうなぎうなぎうなぎ村山村山村山村山    
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清清清清    水水水水    泰泰泰泰    清清清清    

 
東
海
道
を
踏
破
し
、
次
な
る
水
戸
街
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
決
め
た
清
水
泰
清
さ
ん
一
行
。
初
回
の
行
程
（
か
わ
ら

版
二
十
二
号
に
て
紹
介
）
は
吉
田
神
社
・
薬
王
院
・
金
山

稲
荷
神
社
を
経
て
一
里
塚
跡
に
か
か
り
ま
す
。 

 

街
道
筋
の
松
並
木
、
一
里
塚
は
光
圀
が
造
成
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
元
吉
田
町
の
一
里
塚
は
完
全
で
は
な

い
が
、
江
戸
時
代
の
面
影
を
し
の
ば
せ
る
。
松
並
木

は
藤
柄
町
、
平
須
、
長
岡
の
他
、
水
戸
家
の
鷹
場
が

あ
っ
た
下
総
小
金
の
原
に
残
る
の
み
で
あ
る
。 

天
神
社
→
熱
田
神
社
→
木
村
家
住
宅
→ 

高
岡
神
社
→
如
意
輪
寺 

旧
道
は
ほ
ぼ
６
号
バ
イ
パ
ス
に
並
行
し
て
走
り
、

茨
城
町
に
入
る
。
天
台
宗
の
名
刹
小
鶴
の
如
意
輪

如
意
輪

如
意
輪

如
意
輪

寺寺寺寺
は
見
事
な
寺
院
で
、
参
拝
さ
せ
て
頂
い
た
時
点

で
は
、
こ
こ
の
奥
様
が
『
が
ま
研
水
戸
教
室
』
の

一
期
生
Ｔ
さ
ん
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。 

長
岡
宿
の
奥
谷
か
ら
関
東
鉄
道
バ
ス
で
四
十
分
。

水
戸
駅
に
着
い
た
の
は
十
八
時
。 

〈〈〈〈第第第第
二二二二
回回回回
〉〉〉〉

    

六
月
十
九
日

六
月
十
九
日

六
月
十
九
日

六
月
十
九
日    

水
戸
駅
北
口
『
黄
門
像
』
前
に
集
合
。
石
岡
行

き
の
の
関
鉄
バ
ス
に
八
時
に
乗
車
。
約
五
十
分
で

奥
谷
着
。 

奥
谷
御
霊
神
社
→
小
幡
北
山
埴
輪
製
作
遺
跡
→ 

 
 
 

千
貫
桜 

茨
城
町
小
幡
は
中
世
、
佐
竹
氏
の
水
戸
進
攻
前
に
勢
力

が
あ
っ
た
江
戸
氏
と
争
っ
た
小
幡
氏
の
居
城
が
あ
っ
た
と

云
わ
れ
て
い
る
が
、
異
説
も
あ
り
茨
城
町
史
で
も
断
定
は

避
け
て
い
る
。 

千
貫
桜

千
貫
桜

千
貫
桜

千
貫
桜
は
茨
城
東
高
の
正
門
前
、
国
道
６
号
に
面
し
て

い
る
。
光
圀
が
愛
で
た
と
い
わ
れ
、
明
治
時
代
に
建
て
ら

れ
た
『
千
貫
桜
碑
』
が
あ
る
。 

天
台
宗
・
法
円
寺
→
愛
宕
神
社
→
山
中
薬

師
堂
→
本
田
脇
本
陣
跡
→
北
辰
一
刀
流
故
大

貫
正
成
の
碑
→
竹
原
神
社
→
石
岡
の
一
里
塚 

こ
の
一
里
塚

一
里
塚

一
里
塚

一
里
塚
は
『
滑
川
の
一
里
塚
』
と
云

わ
れ
、
塚
に
植
え
た
榎
も
残
る
県
の
指
定
史

跡
で
あ
る
。 

浜
松
付
近
を
台
風
北
上
中
の
た
め
、
そ
の

動
き
を
警
戒
し
つ
つ
今
回
は
一
気
に
二
十
二

キ
ロ
を
歩
く
。J

R

石
岡
か
ら
水
戸
へ
。
十
九
時
二

十
分
着
。 

〈〈〈〈第
三
回

第
三
回

第
三
回

第
三
回
〉〉〉〉

    
七
月
十
七
日

七
月
十
七
日

七
月
十
七
日

七
月
十
七
日    

石
岡
駅 

九
時
十
五
分
集
合 

常
陸
国
国
分
寺
跡

常
陸
国
国
分
寺
跡

常
陸
国
国
分
寺
跡

常
陸
国
国
分
寺
跡    

天
平
十
三
年
（
七
四
一
年
）
聖
武
天
皇
勅
願
で
、
全
国

六
十
六
ヵ
所
の
一
つ
と
し
て
建
立
。
十
世
紀
に
戦
火
で
灰

塵
。
現
在
は
真
言
宗
国
分
寺
と
し
て
堂
宇
（
明
治
以
後
）

が
建
つ
。
境
内
に
当
時
の
礎
石
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

若
宮
八
幡
宮

若
宮
八
幡
宮

若
宮
八
幡
宮

若
宮
八
幡
宮    

八
幡
太
郎
義
家
が
陸
奥
へ
向
か
う
時
、
戦
勝
祈
願
し
た

と
さ
れ
る
。
応
仁
三
年
（
一
四
六
九
年
）
太
田
道
灌
も
参

拝
。
石
岡
市
指
定
文
化
財 

常
陸
国
府
跡

常
陸
国
府
跡

常
陸
国
府
跡

常
陸
国
府
跡    

近
年
の
発
掘
調
査
で
、
現
・
石
岡
小
学
校
一
帯
が

国
府
跡
と
判
明
。
移
築
保
存
さ
れ
た
陣
屋
門
は
県
指

定
文
化
財
。 

常
陸
国
総
社
宮

常
陸
国
総
社
宮

常
陸
国
総
社
宮

常
陸
国
総
社
宮    

創
建
は
天
平
年
間
。
総
社
の
名
が
使
用
さ
れ
毎
年

秋
大
祭
（
石
岡
の
祭
）
が
行
わ
れ
る
。 

ま
ち
な
か

ま
ち
な
か

ま
ち
な
か

ま
ち
な
か
登
録
文
化
財

登
録
文
化
財

登
録
文
化
財

登
録
文
化
財    

石
岡
は
江
戸
以
降
、
度
々
大
火
に
見
舞
わ
れ
る
。

昭
和
五
年
頃
か
ら
建
て
ら
れ
た
建
物
十
一
棟
が
登
録

文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
現
在
も
使
用
し
な
が
ら
残

す
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。 

〇
丁
子
屋
（
ち
ょ
う
し
や
） 

江
戸
末
期
の
商
家
で
染
物
屋
。
現
在
観
光
施
設
ま
ち
蔵

『
藍
』
と
し
て
活
用
。
見
学
可
。
見
せ
て
い
た
だ
く
。 

〇
酒
蔵
『
府
中
誉
』 

安
政
元
年
創
業
。
筑
波
山
系
の
湧
水
で
醸
造
。
見
学
・

試
飲
さ
せ
て
頂
く
。 

〇
恋
瀬
川
・
恋
瀬
橋 

筑
波
山
を
源
に
霞
ヶ
浦
、
高
浜
に
注
ぐ
。
鯉
が
遊
泳
し

瀬
が
見
え
る
川
か
ら
変
じ
て
現
名
に
。
高
浜
か
こ
の
橋
か

ら
眺
め
る
筑
波
山
が
一
番
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

〇
稲
吉
宿 

旅
籠 

皆
川
屋 

水
戸
街
道
に
残
る
に
残
る
唯
一
の
旅
籠
建
造
物
。
県
指

定
文
化
財
。
見
学
不
可
。 

〇
稲
吉
宿 

本
陣 

坂
本
家 

水
戸
街
道
に
残
る
本
陣
は
稲
吉
宿
・
中
貫
宿
・
取
手
宿

の
三
ヶ
所
の
み
。
建
物
内
部
は
非
公
開
。
庭
内
は
見
学
で

き
た
。 

下
稲
吉
か
ら
神
立
駅
ま
で
歩
い
て
五
十
分
。
今
回
は
二

十
五
キ
ロ
を
歩
く
。 

PPPPartartartartⅡⅡⅡⅡ        
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祝  初 孫 誕 生 

林会長 じぃじの喜び 

孫

と

い

う

名

の

宝

物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林林林林    

正正正正    

一一一一
（（（（
土
浦
市

土
浦
市

土
浦
市

土
浦
市
）））） 

 

運
転
を
し
て
い
る
時
、
風
呂
に
入
っ
て
い
る
時
…
… 

自
然
と
、
一
九
九
九
年
に
ヒ
ッ
ト
し
た
大
泉
逸
郎
さ

ん
の
『
孫
』
を
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う
自
分
が
い
る
。 

実
は
、
四
月
二
十
五
日
に
初
孫
が
誕
生
し
た
の
で
あ

る
！ 

た
だ
、外
孫
で
あ
る
こ
と
が
少
し
さ
み
し
い
。

 

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
改
め
て
そ
の

歌
詞
を
紹
介
し
た
い
。 

 
 

一
．
な
ん
で
こ
ん
な
に
可
愛
い
の
か
よ 

 
 
 

孫
と
い
う
名
の 

宝
も
の 

 
 
 

じ
い
ち
ゃ
ん
あ
ん
た
に 

そ
っ
く
り
だ
よ
と 

 
 
 

人
に
言
わ
れ
り
ゃ 

嬉
し
く
な
っ
て 

 
 
 

下
が
る
目
じ
り
が 

下
が
る
目
じ
り
が 

 

え
び
す
顔 

 

二
．
も
み
じ
み
た
い
な 

小
さ
な
手
で
も 

 
 
 

い
ま
に
つ
か
む
よ 

幸
せ
を 

 
 
 

仕
事
い
ち
ず
で 

果
た
せ
な
か
っ
た 

 
 
 

親
の
役
割 

代
わ
り
の
孫
に 

 
 
 

今
は
返
し
て 

今
は
返
し
て 

い
る
と
こ
ろ 

 

三
．
つ
よ
く
育
て
よ 

お
お
空
泳
ぐ 

 
 
 

五
月
節
句
の 

鯉
の
よ
に 

 
 
 

親
の
背
よ
り
も 

大
き
く
な
っ
て 

 
 
 

一
人
立
ち
す
る 

二
十
才
が
き
た
ら 

 
 
 

祝
い
言
葉
を 

祝
い
言
葉
を 

か
け
て
や
ろ 

 

こ
の
歌
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
影
響
か
ど
う
か
不
明
で
あ

る
が
、
同
じ
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
に
日
本
百
貨

店
協
会
の
提
唱
で
『
孫
の
日
』
が
制
定
さ
れ
た
。 

目
的
は
、「
お
孫
さ
ん
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
日
に
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
孫
の
日
』
は
、
毎
年
十
月

の
第
三
日
曜
日
で
あ
る
。 

孫
が
与
え
る
力
は
偉
大
な
も
の
で
、

ど
の
家
庭
で
も
生
活
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。 

我
が
家
で
も
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
か

な
り
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。 

食
事
、
入
浴
…
…
何
事
す
べ
て
が
最
優

先
だ
！ 

 

今
ま
で
に
な
か
っ
た
我
が
家
の
う
れ
し

い
、
う
れ
し
い
珍
現
象
？
で
あ
る
。 

娘
か
ら
「
お
父
さ
ん
は
、
孫
に
は
、
ま

っ
た
く
あ
ま
い
ん
だ
か
ら
…
…
私
の
子

供
の
時
と
は
大
違
い
」
言
わ
れ
た
が
、 

孫
と
い
う
も
の
は
理
屈
抜
き
で
可
愛
く
、

無
条
件
で
す
べ
て
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

宝
も
の
で
あ
る
。 

家
に
帰
る
と
、
仕
事
の
疲
れ
や
時
間
の

た
つ
の
も
忘
れ
、
孫
を
あ
や
す
毎
日
！ 

 

♪
な
ん
で
こ
ん
な
に
可
愛
い
の
か
よ
♪ 

 

そ
ん
な
孫
も
、
八
月
五
日
、
海
外
赴

任
先
の
ベ
ト
ナ
ム
で
待
つ
父
親
の
も
と

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

  

お
知
ら
せ 

 
 
 
 

い
ろ
い
ろ 

会場を確保するため、早々に予約

しました。総会資料の日程と異なり

ますのでご了承、ご予定をお願いし

ます。 

      記 

期日：12 月 10 日（土）～11 日（日） 

場所：草津温泉 おおるり 

費用：宴会込み 10,000 円を予定 

     送迎バスあり 

 

詳細については、後日往復はがき

でお知らせいたします。たくさんの

参加をお待ちしております。 

ち
ょ
っ
と
早
い
で
す
が 

忘
年
会
の
お
知
ら
せ 

平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

がま口上講座 

開催日：① 9 月 24 日（土） 

     ②10 月 8 日（土） 

     ③10 月 22 日（土） 

     ④11 月 5 日（土） 計 4 回 

時 間：午前 10 時～正午 

場 所：土浦市立『小町の館』 

定 員：４０名 

受講料：無料 

  ご友人、興味をお持ちの方がおられ 

ましたら是非お誘いください。 
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東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災
にににに
関
連
関
連
関
連
関
連
し
て
し
て
し
て
し
て    

佐佐佐佐    

藤藤藤藤    

貞貞貞貞    
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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、

不
幸
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
被
災

い
た
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
度
定
期
総
会
は
、
大
震
災
に
よ
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
遅
れ
や
、
今
後
も
、
余
震
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
中
止
と
し
、
議
決
事
項
に
つ
い
て
は
緊

急
事
態
に
鑑
み
役
員
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

 

定
期
総
会
中
止
の
ご
案
内
及
び
総
会
資
料
・
か
わ
ら
版

第
二
十
二
号
は
、
宮
城
県
か
ら
静
岡
県
に
か
け
て
広
い
範

囲
に
在
住
し
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
郵
便
で
送
付
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、「
あ
て
所
に
尋
ね
あ
た
り
ま
せ
ん
」
の
ス
タ

ン
プ
が
押
さ
れ
て
の
返
送
が
無
か
っ
た
の
で
、
安
堵
し
た

次
第
で
す
。 

が
ま
の
油
売
り
口
上
の
実
演
は
、
大
震
災
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
の
自
粛
等
に
よ
り
古
河
桃
ま
つ
り
と
水
海
道
千
姫
ま

つ
り
が
中
止
、茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
は
三
月
分
中
止
、

ひ
た
ち
海
浜
公
園
は
四
月
分
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
あ
す
な
ろ
の
里
を
含
め
各
会
場
で
自
慢
の
口
上

を
披
露
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

是
非
応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
度
の
口
上
等
の
実
演
は
、
五
会
場
四
十
日
を
二
十

六
名
の
方
（
延
九
十
六
人
日
）
に
よ
り
、
口
上
と
紙
芝
居
・

南
京
玉
す
だ
れ
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
々
を
各
会
場
で
披

露
し
て
大
勢
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

日
の
口
上
は
二
回
か
ら
四
・
五
回
に
お
よ
ぶ
時
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
個
人
的
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
口
上

実
演
も
相
当
数
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
に
よ
る
口
上
回
数

は
年
間
数
百
回
に
上
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

な
お
、
今
年
度
デ
ビ
ュ
ー
し
た
方
が
既
に
二
名
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
破
壊
継
続
時
間
約

百
七
十
秒
に
お
よ
ぶ
Ｍ
九
・
〇
の
破
壊
力
は
、
今
で
も
皆

さ
ん
の
身
体
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
東
日

本
大
震
災
に
関
す
る
展
示
が
「
国
土
地
理
院
・
地
図
と
測

量
の
科
学
館
」
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
の
規
模
、

地
殻
変
動
、
被
災
地
・
浸
水
状
況
等
を
改
め
て
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
次
世
代
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
展
示
は
秋
頃
ま
で
の
予
定
で
す
。 

 

 

 

  

                 

 

９月以降の口上予定 

茨城県茨城県茨城県茨城県フラワーパークフラワーパークフラワーパークフラワーパーク    

９月18・23日 10月16・30日 11月3・6日 

12月11日 1月9日 2月5・19日 

3月4・25日 

ひたちひたちひたちひたち海浜公園海浜公園海浜公園海浜公園 みはらしの里の家付近 

9月10・11・18・22・29日 

10月8・13・22・27・30日 

 常総市あすなろの里 

 9月18日 10月16日  

 

お時間のある方は出演・応援ご協力ください 

国土地理院国土地理院国土地理院国土地理院    

     地図地図地図地図とととと測量測量測量測量のののの科学館科学館科学館科学館 (9:30 (9:30 (9:30 (9:30～～～～16:30 16:30 16:30 16:30 月曜日休館月曜日休館月曜日休館月曜日休館    無料無料無料無料))))    
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余
震
・ゲ
リ
ラ
豪
雨
・風

評
被
害
等
々
い
ず
れ
も

我
々
の
人
智
の
及
ば
ぬ
と
こ

ろ
で
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

今
年
の
夏
で
す
。
人
生
の
収

穫
を
喜
べ
る
秋
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。 

上
の
写
真
は
わ
が
庭
の

小
さ
な
お
客
さ
ん
で
す
。 

編
集
子 


